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石 村 雅 雄 (高等教育教授システム開発センター)
1 はじめに
本報告は､スペース･コラボレーション･システム (以下SCS)事業委員会 (委員長 :池田克夫工学研究科教授)
からの委託により､1996年12月から1997年 1月に､当センターが実施した調査の一部である｡この調査は､SCSの
より普遍的な講義での利用をめざし､そのための､主として､SCSに依る講義の内容 ･方法の面に関する授業改善
のための基礎的なデータを得ようとするものである｡ この報告では､具体的には､①岡太郎教授 (防災研究所 ･水資
源研究センター)による､農学部4回生対象の ｢内水防除論｣(2単位)の集中講義の吉田地区受信による受講者及










のような結果がでた｡すなわち､SCSを導入する方が ｢良い｣としたものの第 1位は ｢内容に関する興味を高める
ための配慮｣､第 2位は ｢講義の構成｣､｢講義からの十分な知的刺激の受容｣､｢学習意欲への刺激｣であり､導入 し






























































































































































































































小町真之 ｢大学の授業をどのように記録するか- 小学校でのロケの体験から- ｣r研究報告』第83号､放送教育
開発センター､1995年3月｡
湊小太郎 ｢-イビジョンと広帯域ISDN実験網を用いた大学医学部間遠隔講義の実践的研究｣r研究報告｣第103号､
放送教育開発センター､1997年3月｡
溝上慎一 ｢ビデオをどう使うか｣京都大学高等教育教授システム開発センター編 r京都大学公開実験授業の一年間
開かれた大学授業をめざして』玉川大学出版部､1997年9月｡
♯本調査にご協力いただいた岡太郎教授､矢島傾三教授､高木直史助教授､溝口清治講師､武永康彦助手 (工学研究
科情報工学教室)の各先生に深く御礼申し上げます｡
尚､この調査は現在も継続中です｡SCSを使った講義をされる先生方は､今後ともご協力をお願いいたします｡
-180-
